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参 考
さんこう

意見
いけん

                  提 出 者
ていしゅつしゃ

 東 川
ひがしがわ

悦子
えつこ

 

「『障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

』合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

」に関
かん

する意見
いけん

 

 

            障 害
しょうがい

乳 幼 児
にゅうようじ

の療 育
りょういく

に 応
おう

益
えき

負担
ふたん

を持
も
ち込

こ
ませない 会

かい
 

                       近 藤
こんどう

直子
なおこ

（日本
にほん

福祉
ふくし

大 学
だいがく

） 

 

 私
わたし

は 1973年
ねん

より現 在
げんざい

まで、18ヶ月児
かげつじ

健
けん

診後
みあと

の発 達
はったつ

相 談
そうだん

を担 当
たんとう

してきま

した。その立場
たちば

から、Ⅱ－２－（３）早期
そうき

支援
しえん

に関
かん

して意見
いけん

を表 明
ひょうめい

させて頂
いただ

きます。 

 今 回
こんかい

の報 告 書
ほうこくしょ

では「健康診査
けんこうしんさ

による要支援児
ようしえんじ

に対
たい

して」の支援
しえん

に関
かん

し

て「家庭
かてい

での育児
いくじ

支援
しえん

を基本的
きほんてき

な在
あ

り方
かた

とし」ていますが、家庭
かてい

訪 問
ほうもん

などの

重 要 性
じゅうようせい

は言
い

うまでもありませんが、現 在
げんざい

は「育児
いくじ

等
とう

健 康
けんこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

」が

「子育
こそだ

て支援
しえん

交付
こうふ

金
きん

」により運 営
うんえい

されていることをしっかりと報 告 書
ほうこくしょ

に

位置付
い ち づ

けてください。 

 「育児
いくじ

等
とう

健 康
けんこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

」では、要支援児
ようしえんじ

とその保護者
ほごしゃ

が小グループ
しょうぐるーぷ

での

「親子
おやこ

教 室
きょうしつ

」に参加
さんか

し、同
おな

じような「育
そだ

てにくさ」のある子
こ

どもをもつ親
おや

同士
どうし

が子
こ

育
そだ

てを支
ささ

え合
あ

い、保育士
ほいくし

・保健師
ほけんし

・心理士
しんりし

のアドバイス
あ ど ば い す

をもとに、子
こ

育
そだ

て

に喜
よろこ

びを感
かん

じるようになっています。子
こ

どもも、家庭
かてい

ではみせない積 極 的
せっきょくてき

な

姿
すがた

や、 新
あら

たなあそびに 挑 戦
ちょうせん

する機会
きかい

を得
え

て、 一 般
いっぱん

の子育
こそだ

てグループ
ぐ る ー ぷ

や

保育所
ほいくじょ

・幼稚園
ようちえん

に参加
さんか

する力
ちから

をつけていきます。そうした中
なか

から、保育所
ほいくじょ

・

幼稚園
ようちえん

に入
はい

る前
まえ

に、より密度
みつど

濃
こ

くていねいな支援
しえん

を 1年 間
ねんかん

受
う

けた方
かた

が伸
の

び

る子
こ

どもたちがクローズアップ
く ろ ー ず あ っ ぷ

されてきます。現 在
げんざい

はそうした子
こ

どもたちは、

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

17 回
かい

 

H23.8.9 参 考
さんこう

資 料
しりょう

５ 

東 川
ひがしがわ

委 員
いいん

提 出
ていしゅつ

資 料
しりょう
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通 園
つうえん

施設
しせつ

の療 育
りょういく

グループ
ぐ る ー ぷ

（療 育
りょういく

等
とう

支援
しえん

事 業
じぎょう

を活 用
かつよう

）や児童
じどう

デイサービス
で い さ ー び す

事 業
じぎょう

Ⅰ型
かた

を利用
りよう

した後
あと

に保育所
ほいくじょ

・幼稚園
ようちえん

に就
しゅう

園
えん

しています。 

 「親子
おやこ

教 室
きょうしつ

」は障 害
しょうがい

と診 断
しんだん

できる前
まえ

の子
こ

どもたちに、家庭
かてい

とは違
ちが

う環 境
かんきょう

を保 障
ほしょう

し、発 達
はったつ

の偏
かたよ

りからもたらされる困 難
こんなん

を小
ちい

さくし、親子
おやこ

が地域
ちいき

で楽
たの

しく暮
く

らせる重 要
じゅうよう

なステップ
す て っ ぷ

となっています。また「障 害
しょうがい

への気
き

づきの支援
しえん

」

も行
おこな

い療 育
りょういく

の場
ば

の活 用
かつよう

も支援
しえん

しています。「障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

の見直
みなお

し検 討 会
けんとうかい

報 告 書
ほうこくしょ

」の「気
き

づきの支援
しえん

」を実 質 的
じっしつてき

に担 当
たんとう

してきたのです。 

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

「乳幼児健康診査
にゅうようじけんこうしんさ

に係
かかわ

る発 達
はったつ

障 害
しょうがい

のスクリーニング
す く り ー に ん ぐ

と

早期
そうき

支援
しえん

に関
かん

する研 究
けんきゅう

成果
せいか

」においても「発見後
はっけんご

に速
すみ

やかに子
こ

どもの発 達
はったつ

支援
しえん

と保護者
ほごしゃ

の育児
いくじ

支援
しえん

・障 害
しょうがい

認知
にんち

支援
しえん

を行
おこな

う母子
ぼ し

療 育
りょういく

事 業
じぎょう

の創 設
そうせつ

が

必 要
ひつよう

」と指摘
してき

されています。 

 この機会
きかい

に、健康診査後
けんこうしんさご

の「親子
おやこ

教 室
きょうしつ

」と、その後
ご

の、障 害
しょうがい

の診 断
しんだん

を前 提
ぜんてい

としない「母子
ぼ し

療 育
りょういく

事 業
じぎょう

」を積 極 的
せっきょくてき

に位置付
い ち づ

けてください。そのことが、

保育所
ほいくじょ

や幼稚園
ようちえん

への発 達
はったつ

障 害 児
しょうがいじ

の入 園
にゅうえん

機会
きかい

の拡
ひろむ

大
だい

につながるだけでな

く、子
こ

どもたちの楽
たの

しい園
えん

生 活
せいかつ

、親
おや

の子
こ

育
そだ

ての安 心
あんしん

につながると確 信
かくしん

し

ています。 


